
　結核有病率調査に関する経験の共有と今後の発展を
目指す為のイベントが，学会シンポジウムを含めて 3
日間に渡り実施されましたので報告いたします。
　結核患者が実際にどの程度いるのか把握することは
結核対策における大きな関心事です。特に，患者数の
多い結核高蔓延国では正確に実態を把握することによ
り，現状分析，計画策定，目標設定と達成度の評価等
をより的確に実施することが可能となります。しかし，
多数の未報告や未診断の結核患者が存在することを考
慮すると，結核患者登録率は本当の蔓延状況よりも低
いものとなり，2012年には世界で約 3 百万の結核患
者が見逃されていると推定されています。
　結核有病率調査は，より精度の高い結核患者数の推

定を可能とし，2007年頃よりアジア及びアフリカの結
核高蔓延国において実施されています。約15カ国の調
査結果から，実際の菌陽性結核有病率は年間結核患者
登録率の 2 ～数倍であることが分かってきました。ミ
レニアム開発目標の達成を目指して着実な結核患者数
の減少も確認されました。その一方で，無症状の塗抹
陽性患者や，胸部Ｘ線により活動性結核が疑われる塗
抹陰性患者等については，その減少速度は鈍化してい
るとの結果も出ております。数万人を対象とする大規
模な同調査からは，結核高リスク集団の特定，結核蔓
延の地域差の把握，対策優先度などの重要な知見が得
られ，結核高蔓延国の対策に大きく貢献している状況
が報告されました。

　今回，日本の刑事施設における結核対策について発
表を行うと同時に，刑事施設における結核の研究や対
策上の課題について最新の動向を学ぶことを主な目的
として第45回世界結核肺疾患連合会議に参加した。
　今学会では刑事施設の結核対策を一つのテーマとし
て取り上げたシンポジウムが一件，また刑事施設の結
核に焦点を絞ったポスターセッションが一件あり，刑
事施設被収容者が依然として結核対策上の重要なハイ
リスク者であることが伺われた。シンポジウムの内容
は “How multi-sectoral approach and community 
engagement may strengthen programmatic 
management of TB in prisons”（10月30日　08：00～
10：00：Symposium session no. 00182）というタイ
トル通り，府省間や官民連携は勿論，NGOや地域住民，
そして受刑者ら自身の参画の重要性を強調したもので
あった。同シンポジウムでは 5 カ国からの発表と赤十
字国際員会からの活動報告があり，例えば南アフリカ
では保健省と法務省が協働で受刑者に対するエイズ・
結核教育プログラムを行っていること，またザンビア
やハイチでは刑事施設の結核対策に刑事施設職員の参
画を促進するために，職員に対する研修を実施してい
ることなどが報告された。

　筆者はTB in prisons （11月 1 日 12：45～13：15： 
Session no. 66）というセッションで発表を行った。
筆者以外の発表は全て結核高まん延国を対象としたも
のであったが，早期発見のための積極的なスクリーニ
ングや出所後の支援など課題は共通したものが多い。
そしてそれらに対する取り組みを可能とするのもやは
り様々な形の「連携」であった。組織の垣根を越え，
先ずは話し合いのテーブルにつくことが対策の第一歩
だと改めて実感した。
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